
【
９
】
長
井
政
実
判
物 

（
寅
＝
天
正
十
八
年
：
一
五
九
〇
年
） 

 

（
藤
岡
市
・
飯
塚
家
文
書 

Ｐ
八
二
一
四 

№
一
二
二
九
五
） 

       
 

  

《
釈 

文
》 

 
 
 

知
行
方 

 
           

 

本
領
北
谷
大
な
ら 

 

八
貫
文 

 
 

 
 

馬
助
分 

 
              

本
領
同
所 

 

仁
貫
文 

 
 

 
 

抱
分 

 
              

本
領
同
所 

 

壱
貫
五
百
文 

 
 

大
澤 

 
              

本
領
か
な
や
之
内 
 

六
貫
文 

 
 

 
 

児
玉
分 

 
              

安
保
之
内 

 

五
貫
文 

 
 

 
 

小
暮
分 

 
              

同
所 

 

五
貫
文 

 
 

 
 

内
作
分
之
内 

 

五
貫
文 

 
 

 
 

安
保
之
内 

       

以
上      

 
 

右
之
地
、
一
入
之
所
ニ
候
へ
共
、 

 

別
走
廻
へ
く
候
由
候
間
、
任 

 

置
候
、
猶
奉
公
可
レ

為
二

肝 
 

要
一

者
也
、
仍
如
レ

件
、 

  
    

刁 
 

 
 

 

七
月
一
日 

政
実 

 

花
押  

（
花
押
は
子
昌
繁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
塚
和
泉
守
殿 

  

《
読
み
下
し
》 

知
行
方 

  
          

 

本
領
北
谷
大
な
ら 

 
八
貫
文 

 
 

 
 

馬
助
分
（
う
ま
の
す
け
ぶ
ん
） 

 
              

本
領
同
所 

 

仁
貫
文 

 
 

 
 

抱
分
（
か
か
え
ぶ
ん
） 

  
             

本
領
同
所 

 

壱
貫
五
百
文 

 
 

大
澤 

 
              

本
領
か
な
や
之
内 

 

六
貫
文 

 
 

 
 

児
玉
分 

  
             

安
保
之
内
（
あ
ぼ
の
う
ち
） 



 
五
貫
文 

 
 

 
 

小
暮
分 

 
              

同
所 

 

五
貫
文 

 
 

 
 

内
作
分
之
内 

 
 

五
貫
文 

 
 

 
 

安
保
之
内 

      

以
上      

 
 

右
の
地
、
一
入
（
ひ
と
し
お
）
の
所
に
候
へ
ど
も
、
別
に
走
り
廻
る
へ
く
候
由
（
よ

し
）
候
間
、
任
せ
置
き
候
、
猶
奉
公
肝
要
（
か
ん
よ
う
）
た
る
べ
き
者
な
り
、
仍
っ

て
件
の
ご
と
し
、 

 
    

刁 
 

 
 

 

七
月
一
日 

政
実 

 

花
押  

（
花
押
は
子
昌
繁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
塚
和
泉
守
殿 

 

《
用 

語
》 

【
本
領
北
谷
大
な
ら
】
大
奈
良
は
三
波
川
地
区
の
地
名 

【
貫
文
】
中
世
、
土
地
や
所
領
の
規
模
、
負
担
能
力
な
ど
の
表
示
に
用
い
ら
れ
た
単

位
。
土
地
・
所
領
の
貫
高
（
か
ん
だ
か
）
は
、
年
貢
や
軍
役
の
賦
課
基
準
と
な

っ
た
。
北
条
氏
の
場
合
は
田
一
反
五
〇
〇
文
、
畑
一
反
一
六
五
文
が
標
準
的
な

換
算
で
あ
っ
た
。
北
条
氏
の
公
定
米
価
は
一
〇
〇
文
な
ら
一
斗
二
升
で
、
五
〇

〇
文
な
ら
六
斗
で
あ
っ
た
。 

【
馬
助
分
】
馬
助
の
所
領
の
意
味
。 

【
抱
分
】
所
有
地
。 

【
大
澤
】
三
波
川
地
区
の
地
名
。 

【
か
な
や
之
内
】
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
金
屋
。 

【
児
玉
分
】
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
。 

【
安
保
之
内
】
埼
玉
県
上
里
町
。 

【
小
暮
分
】
不
明
。 

【
内
作
分
之
内
】
不
明
。 

【
一
入
】
ひ
と
き
わ
。
い
っ
そ
う
。 

【
走
廻
】
用
事
を
も
っ
て
あ
ち
こ
ち
と
忙
し
く
歩
き
回
る
。
奔
走
す
る
。 

【
任
置
】
支
配
を
任
せ
る
。 

【
肝
要
】
非
常
に
重
要
な
こ
と
。
大
切
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
か
な
め
。
肝

心
。 

【
刁(

寅)

】
天
正
十
八
年
＝
西
暦
一
五
九
〇
年
。 

【
政
実
】
長
井
政
実
。
し
か
し
実
は
政
実
の
子
長
井
昌
繁
か
。
長
井
政
実
は
、
武
田

氏
滅
亡
後
に
上
杉
氏
家
臣
藤
田
信
吉
を
頼
り
越
後
国
（
新
潟
県
）
に
逃
れ
、
天

正
十
八
年
二
月
に
死
去
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
代
わ
り
に
息
子
昌
繁
が
藤

田
信
吉
に
従
い
小
田
原
合
戦
に
参
加
し
、
上
野
国
に
侵
攻
し
旧
領
の
占
拠
を

果
た
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
（
『
武
田
氏
家
臣
団
人
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
）
。

長
井
氏
は
系
図
に
上
総
国
清
水
で
千
石
を
給
わ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

【
飯
塚
和
泉
守
】
は
じ
め
飯
塚
六
左
衛
門
尉
、
の
ち
飯
塚
和
泉
守
を
名
乗
る
。
天
正

八
年
か
ら
長
井
政
実
の
被
官
（
家
臣
）
と
な
り
、
長
井
氏
没
落
後
は
北
条
氏
に

従
い
、
一
時
北
条
氏
邦
家
臣
の
猪
俣
邦
憲
の
被
官
に
な
る
。 

 

《
解 

説
》 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
十
四
日
北
条
氏
邦
の
籠
も
る
武
蔵
国
鉢
形
城

（
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
）
が
開
城
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
旧
領
復
帰
を
果
た
し
た

長
井
氏
が
飯
塚
和
泉
守
に
対
し
出
し
た
文
書
で
す
。
七
ヵ
所
三
十
二
貫
五
百
文
の

知
行
を
与
え
る
と
と
も
に
次
の
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

①
（
知
行
と
し
て
与
え
る
）
右
の
地
は
一
入
（
ひ
と
し
お
＝
ひ
と
き
わ
良
い
）
の

所
な
の
で
、
特
別
に
奔
走
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い  

 

 

②
引
き
続
き
奉
公
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る 

こ
れ
ま
で
北
条
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
飯
塚
氏
に
対
し
、
再
び
奉
公
を
求
め
た
史

料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
本
領
」
と
は
、
か
つ
て
長
井
政
実

が
飯
塚
氏
に
与
え
た
地
の
安
堵
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
谷
内
の
大
奈
良
・
大
沢
は

現
実
に
飯
塚
氏
が
支
配
で
き
ま
す
が
、
か
な
や
（
金
屋
）
・
安
保
は
武
蔵
国
北
部
（
埼

玉
県
）
で
あ
り
、
効
力
の
あ
る
約
束
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
で
す
。 

 
こ
の
後
、
七
月
五
日
北
条
家
当
主
氏
直
は
豊
臣
軍
に
投
降
、
小
田
原
も
開
城
し
北

条
氏
は
滅
亡
し
、
北
条
領
国
は
徳
川
家
康
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
長
井
氏

も
、
系
図
に
は
上
総
国
清
水
（
千
葉
県
茂
原
市
ほ
か
）
で
千
石
を
給
わ
る
と
記
さ
れ

て
お
り
、
上
総
国
内
に
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
井
氏
の
北
谷
支
配

は
長
続
き
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 


